
                                    

  

旅行・集団宿泊的行事を終えて               校 長  崎 山 至  

 ５月に，１年生は鹿児島県立奄美少年自然の家における宿泊学習，２・３年生は福岡，長崎訪問を中

心とした修学旅行を実施しました。１年生は中学校に入学して２か月が経ち，少し慣れてきた時点での

宿泊学習ということで，集団行動での学習や，仲間づくりを目指した取り組みなどがなされ，自炊活動

や七宝焼きなど普段の学校生活では体験できない大変有意義な宿泊学習となりました。 

 ２・３年生は，隔年実施の修学旅行ということで前年度から事前学習や自主研修の計画作り等準備を

進め，出発前まで学習を積み重ねての実施となりました。天候にも恵まれ，全員が体調を崩すこともな

く終了できたことが何よりでした。 

 修学旅行といえば，長崎の平和学習が大きなウエイトを占めますが初日の工場見学や劇団四季の鑑賞，

生徒たちが楽しみにしていていたグリーンランドなど大変充実した日程でした。 

２日目の平和学習においては，原爆資料館の見学につづき平和公園内をガイドさんの説明を受けなが

ら，爆心地やガラス片が混入している原爆投下当時の地層断面など様々な地点を見学して歩きました。

資料館では，生徒たちが熱心に見学するあまり，当初予定の時間を延長しての見学するほどでした。添

乗員さんも生徒たちの学習意欲の良さに感心しており，同行した私も誇らしく感じたところです。 

生徒たちには，この修学旅行で学んだことや経験したことを，今後どう深めていけるかが大事だと

いうことを話しているところです。関心を持ち学ぶことで，自分自身が変わっていきます。今回の学習

をきっかけにして様々な分野で深めていくことを期待しています。  

   折り鶴に祈りを込めて 

先述の通り，５月 29 日から２泊３日の行程で，長崎・福岡・熊本方面の修学旅行に行ってきました。

修学旅行の大きな目的の１つに平和学習があります。その平和学習の一つとして，生徒たちによる平和

集会を平和祈念像の前で行いました。 

 黙祷に始まり，詩の朗読（コレガニンゲンナノデス・原爆詩，序），平和の誓い，折り鶴奉納と続き

ました。 

 生徒たちは，この日のために，全校生徒で協力して折り鶴を折り，平和の願いを込めて千羽鶴を完成

させました。宣言文は，『世界の国々と人類が，民族や宗教の違いを互いに尊重し，認め合えるよう，

争いのない世界平和の実現をめざして，私たちは努力し続けます。』と結んでいます。 

 一人一人が平和の大切さを考え，行動していくことでこそ戦争のない理想の世界に近づくことができ

ると言えます。これからの世代を担う生徒たちに大いに期待したいところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

平成 30 年度 笠利中だより 

      赤嶺ケ丘  

 ６月号   平成 30 年６月 15 日（金）発行 

〒894-0622 奄美市笠利町大字笠利 1924 番地  TEL 0997－63－8114 

 

５・６月の主な行事 

５月 23日（水）に，「歯や歯肉の健康状態を観察し，歯垢が歯や歯肉に与える影響に気づく」「むし歯や歯肉

病の予防を意識した正しい歯磨きができるようになる」ことを主な目的として，全学年を対象に「歯に関する指

導」を行いました。当日は畠山歯科医院から歯科衛生士の長幸代さん，青山 

明律沙さんを講師にお迎えし，口の中を健康に維持することの大切さを講話 

して頂くとともに，ブラッシング指導を行っていただきました。普段何気な 

く行っている歯磨きの重要性を再認識するとともに，正しい歯磨きの仕方を 

改めて理解する良い機会となりました。大島地区は他の地区と比較し，むし 

歯率が非常に高くなっています。むし歯予防には日ごろの歯磨きがとても重 

要です。「８０歳まで２０本！！」を合言葉に，歯の健康管理にみんなで取 

り組みましょう！！ 

 

歯に関する指導を行いました！！ 

 

 ５月 31日（木），１年生を対象に「性に関する指導」を行いました。「自分の身は自分で守る！」を合言葉に，

５時間目は性犯罪に合わない心構えや行動について学習しました。1コマ目は公衆電話を使用した経験のない生

徒も多く，「緊急電話の仕方」についても学習しました。また，「○○に行くに 

はどう行けば良いか教えてもらえないかな・・・」「この荷物を車に積むのを手 

伝って・・・」等の依頼にも安易に応えず，周囲の状況や友達の有無等，状況 

判断をしっかりして対応することなどを学習しました。２コマ目は，体育館に 

移動し，実際に性犯罪等に巻き込まれそうになった場合の「大声の出し方」を 

練習しました。自分自身では大声を出しているつもりでも，案外大きな声は出 

ていないのだということを生徒たちは改めて認識した様子でした。メディアで 

も性犯罪のニュースを多く目にします。性犯罪に対する意識を高める，大変良 

い機会となりました。 

 

性に関する指導（１年生）を行いました！！ 

５月 25日，奄美市の姉妹都市であるアメリカ合衆国テキサス州のナカドゥチェス市から国際交流で訪れた８

名の生徒と２名の引率の先生が本校を訪れ，国際交流会を行いました。まず，歓迎の曲とし２・３年生リコーダ

ーを演奏しました。次に，少人数のグループに分かれて英語による交流会を行 

い，最後はソーラン節を全員で踊りました。今年は給食・昼休みも一緒に過ご 

し，アメリカの中学校やランチの様子を聞いたり，バドミントンをしたりして 

交流を深めました。１年生も積極的にコミュニケーションを図っていました。 

生徒たちは「自分の英語が伝わるか不安だったけど，伝わってとても嬉しかっ 

た」「もっともっと，英語でコミュニケーションを図ってみたい！！」と，感 

想を述べていました。修学旅行前日の慌ただしい中でしたが，国際交流の大変 

良い機会となりました。 

国際交流会を行いました！！ 

 

 ６月７日・９日に，「ハンセン病問題を正しく理解する週間」に対する取り組みとしてハンセン病を正しく理

解する授業を行いました。７日は崎山校長が「ハンセン病とは」という内容で，ハンセン病とはどのような病気

か，どのような政策がなされてきたか等，映像 

を交えながら講話しました。また，９日は外部 

講師として奄美和光園から有川清四郎先生をお 

迎えし，講演を行いました。両日とも保護者も 

参加し，ハンセン病を正しく理解する大変良い 

機会となりました。道徳の時間を活用して学級 

担任による事後指導も行いましたが，生徒たち 

の理解が深まった様子がが見受けられました。 

ハンセン病問題を正しく理解する週間に対する取組みを実施しました！ 

文責： 丸オクラも学校園に移植して順調に成

長中。角オクラとの違いが今から楽しみ

な牟田 

19 火 第1回学校評議員会 6 29 金 租税教室⑥ 10 火 放課後の活動の時間

20 水
地区陸上　ノーメディアチャレンジ（～２８日）

ﾃｽﾄ前部活動休み（～28日）
2 月 学校自由参観週間（～6日） 11 水 ノー部活動デー

22 金 地区総体（相撲） 3 火 放課後活動の時間 12 木 放課後の活動の時間

26 火 生徒会専門部会 4 水 ノー部活動デー 14 土
学校保健委員会・学級PTA・地域教育懇談会

家庭教育学級・水難事故防止連絡会

27 水 期末テスト（～29日） 5 木 放課後活動の時間 15 日 家庭の日・市民清掃の日
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